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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 2日 (2007.3.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ４ 】
　 掘 削 軸 に 、 掘 削 翼 本 体 よ り 上 方 位 置 に 、 回 転 時 に 土 を 押 さ え て 共 回 り を 防 止 す る 角 度 に
傾 斜 さ せ て 掘 削 軸 か ら 放 射 状 に 防 止 部 材 が 固 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 撹 拌 装 置 の 撹 拌 ヘ ッ ド 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 で は 、
　 前 記 掘 削 軸 に 、 掘 削 翼 本 体 よ り 上 方 位 置 に 、 回 転 時 に 土 を 押 さ え て 共 回 り を 防 止 す る 角
度 に 傾 斜 さ せ て 掘 削 軸 か ら 放 射 状 に 防 止 部 材 が 固 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
　 請 求 項 ５ の 発 明 で は 、
　 前 記 共 回 り 防 止 部 材 の 傾 斜 角 度 が 掘 削 翼 本 体 と は 逆 方 向 で １ ０ 度 に 傾 斜 さ せ て な る こ と
を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ６ の 発 明 で は 、
　 前 記 共 回 り 防 止 部 材 の 放 射 状 の 配 置 が 、 掘 削 軸 の 直 径 の 両 端 延 長 方 向 に 延 出 し て 直 線 状
に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ７ の 発 明 で は 、
　 前 記 掘 削 軸 の 上 部 に 放 射 状 に 延 び る 撹 拌 翼 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
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